
令和５年11月28日（火）
自治会連合会視察研修会（八ッ場ダム）

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
羽
生
市
自
治
会
連
合
会
会
長
の
福
地
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
平
素
よ
り
自
治
会
活
動
に
ご
支
援
・
ご
協
力
を

頂
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

近
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
自
治
会
活
動

も
制
限
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
徐
々
に
各
地
区
で
の
活

動
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
コ
ロ
ナ
前
以
上
の
元
気
を
地
域

に
取
り
戻
す
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

防
災
・
防
犯
・
高
齢
者
や
子
ど
も
の
見
守
り
な
ど
、
自
治
会
活

動
の
重
要
性
が
ま
す
ま
す
高
ま
る
中
、
自
治
会
連
合
会
は
こ
れ
か

ら
も
自
治
会
相
互
の
連
携
と
親
睦
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
力
の
向

上
に
つ
な
が
る
活
動
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
あ
い
さ
つ

新
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の
あ
い
さ
つ
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
日
ご
ろ
よ
り
、
羽
生
市
自
治
会
連
合
会
の

皆
様
に
は
、
市
政
全
般
に
わ
た
り
多
大
な
る

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け
る
様
々

な
取
組
を
通
じ
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

醸
成
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
、

重
ね
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
自
治
会
活
動
は
ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
で
あ

り
、
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
う
え
で
大
変

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
お
か
げ
さ
ま
で
羽
生
市
は
、
東
洋
経
済
新

報
社
の「
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
２
３
」

に
お
い
て
、
埼
玉
県
内
第
５
位
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
も
市
と
皆
様
と
の
協
働
の
成
果
で

す
。
引
き
続
き
、
市
民
の
皆
様
が
住
ん
で
よ

か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
羽
生
市
自
治
会
連
合
会
の
皆
様
に
は
、
日

頃
か
ら
羽
生
市
の
発
展
の
た
め
に
特
段
の
ご

尽
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
11
月
に
消
防
本
部
訓
練
場
で
消

防
、
警
察
、
自
衛
隊
を
は
じ
め
、
自
主
防
災

組
織
の
方
々
な
ど
多
く
の
方
が
参
加
し
て

「
総
合
防
災
訓
練
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。
羽
生

市
で
は
令
和
元
年
の
台
風
19
号
以
降
、
大
き

な
災
害
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
訓
練
を
通
し
て

改
め
て
自
助
・
共
助
・
公
助
が
連
携
し
一
体

に
な
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
特

に
共
助
で
の
自
治
会
連
合
会
の
役
割
は
非
常

に
大
き
く
、
皆
様
に
は
、
そ
の
中
心
を
担
っ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
皆
様
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
災
害
に
負
け
な
い
ま
ち
に

な
る
よ
う
に
尽
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

結
び
に
、
羽
生
市
自

治
会
連
合
会
の
限
り
な

い
ご
発
展
と
会
員
皆
様

の
ご
健
勝
を
祈
念
申
し

上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
令
和
５
年
11
月
28
日（
火
）に
74
地
区
の
自

治
会
長
の
視
察
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

視
察
研
修
先
は
昭
和
22
年
関
東
地
方
を
襲
っ

た
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
に
よ
る
大
被
害
を
発
端

に
ダ
ム
の
建
設
が
始
ま
っ
た
八
ッ
場
ダ
ム
を

見
学
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ダ
ム
は
利
根
川
水
系
の
上
流
ダ
ム
群

と
あ
い
ま
っ
て
下
流
の
洪
水
被
害
を
軽
減

し
、
ま
た
水
資
源
の
有
効
利
用
と
首
都
圏
の

都
市
用
水
の
開
発
な
ど
、
治
水
及
び
利
水
上

き
わ
め
て
重
要
な
目
的
を
持
つ
多
目
的
ダ
ム

で
、
近
年
、
河
川
の
氾
濫
に
よ
る
被
害
が
各

地
で
発
生
し
て
い
る
現
状
か
ら
水
害
よ
り
住

民
を
守
る
ダ
ム
事
業
の
壮
大
さ
に
つ
い
て
あ

ら
た
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

　
自
主
防
災
推
進
委
員
会
に
お
い
て
も
、
水

害
は
広
範
囲
に
多
く
の
災
害
を
も
た
ら
す
た

め
、
自
治
会
長
の
災
害
に
対
す
る
訓
練
と
し

て
図
上
訓
練
や
防
災
講
演
会
を
開
催
し
、
こ

れ
か
ら
も
自
治

会
連
合
会
は
住

民
の
安
全
の
た

め
、
防
災
活
動

を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

さ
ら
に
住
み
や
す
い
ま
ち
を

目
指
し
て

羽
生
市
長
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明
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夫

共
助
の
ま
ち
羽
生

（
防
災
訓
練
を
通
し
て
）

視
察
研
修
会
（
八
ッ
場
ダ
ム
）

クリーニング 協業組合

ホームドライ
○イオンモール羽生店	 070-1489-4044
○ベルク羽生西店	 080-4424-1399
○フォルテ羽生店	 080-4424-5459（木曜定休）
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	 13：00〜16：00		休み
○クローバー店	 080-2379-7883（木・祝祭日	休）
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当
委
員
会
で
は
、
地
域
防
災
力
の
向
上
を

目
的
と
し
、
自
主
防
災
組
織
に
よ
る
防
災
訓

練
及
び
防
災
知
識
普
及
を
推
進
す
る
な
ど
、

災
害
被
害
を
最
小
限
に
抑
止
す
べ
く
活
動
し

て
お
り
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
は
、
自
主
防
災
力
の
向
上
や

自
主
防
災
組
織
の
育
成
強
化
等
、
次
の
４
項

目
を
重
点
に
取
組
み
を
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。

①�

自
主
防
災
組
織
初
動
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

整
備

　

 

災
害
時
に
お
い
て
は
、
我
々
自
主
防
災
組

織
の
初
動
対
応
が
非
常
に
重
要
と
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
災
害
に
応
じ
た
初

動
対
応
方
針
を
明
記
し
た「
初
動
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
」を
既
存
の「
地
区
防
災
計
画
」

に
盛
り
込
む
形
で
ひ
な
形
を
作
成
し
ま
し

た
。
今
後
は
、
こ
の
ひ
な
形
を
参
考
に
各

自
主
防
災
組
織
で
の
計
画
作
成
に
役
立
て

ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

②�

普
通
救
命
講
習
会
の
実
施

　

 

各
自
主
防
災
組
織
を
対
象
と
し
、
消
防
署

職
員
を
講
師
に
普
通
救
命
講
習
会
を
実
施

し
ま
し
た
。

③�

市
総
合
防
災
訓
練
へ
の
参
加

　

 

羽
生
市
総
合
防
災
訓
練
が
６
年
ぶ
り
に
開

催
さ
れ
、
各
自
主
防
災
組
織
か
ら
２
名
ず

つ
参
加
し
ま
し
た
。
利
根
川
沿
線
の
地
区

は
、
バ
ス
に
よ
る
浸
水
区
域
外
避
難
の
訓

練
や
、
初
動
活
動
訓
練
と
し
て
、
消
火
班
、

救
助
班
、
担
架
作
り
班
に
分
か
れ
訓
練
に

参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
当
委
員
会
も
避

難
所
開
設
・
運
営
訓
練
に
参
加
し
、
消
防

本
部
２
階
会
議
室
を
避
難
所
に
見
立
て
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。

④�

自
主
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
の
実
施

　

 

加
須
市
栄
東
自
治
会
・
自
主
防
災
会（
北

川
辺
）の
皆
様
を
講
師
に
自
主
防
災
組
織

の
活
動
事
例
等
を
紹
介
い
た
だ
く
講
演
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
地
震
災
害
や
豪
雨
災
害
等
は
毎
年

ど
こ
か
で
発
生
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
事
か

ら
各
自
治
会
で
開
催
す
る
防
災
訓
練
に
皆
様

の
積
極
的
な
参
加
を
し
て
い
た
だ
き
、
防
災

意
識
の
向
上
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
当
委
員
会
は
、
自
治
会
活
動
の
活
性
化
及

び
円
滑
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
自
治
会

が
抱
え
る
諸
問
題
の
検
討
、
自
治
会
へ
の
加

入
促
進
等
に
努
め
、
各
自
治
会
が
抱
え
る
諸

問
題
に
つ
い
て
、
委
員
と
検
討
し
、
毎
年
度

テ
ー
マ
を
決
め
て
協
議
等
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　
今
年
度
は
、
空
き
家
・
空
き
地
問
題
と
男

女
共
同
参
画
を
テ
ー
マ
に
し
た
自
治
会
長
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会
、
利
根
川
上
流
の
八
ツ

場
ダ
ム
を
視
察
し
た
自
治
会
連
合
会
視
察
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

一
、
自
治
会
長
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会
　

　

 　
市
の
環
境
課
と
人
権
推
進
課
の
課
長
及

び
担
当
職
員
を
講
師
に
招
き
、
10
月
３
日

に
市
民
プ
ラ
ザ
の
大
会
議
室
に
て
、
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

（
１
）空
き
家
・
空
き
地
問
題
に
つ
い
て

　
　

 

国
、
県
、
市
の
空
き
家
・
空
き
地
に
お

け
る
現
状
、
市
の
取
組
や
対
策
に
つ
い

て
ご
講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
２
）男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

　
　

 

男
女
差
別
に
関
す
る
日
本
全
体
の
動
き

や
県
と
市
の
取
組
等
に
つ
い
て
ご
講
義

い
た
だ
き
ま
し
た
。

二
、
羽
生
市
自
治
会
連
合
会
視
察
研
修
会

　

 　
群
馬
県
吾
妻
郡
長
野
原
町
に
あ
る
八
ツ

場
ダ
ム
へ
自
治
会
長
56
名
で
視
察
研
修
会

を
実
施
し
ま
し
た
。
八
ツ
場
ダ
ム
は
羽
生

市
北
部
を
流
れ
る
利
根
川
の
上
流
に
位
置

す
る
ダ
ム
で
あ
り
、
首
都
圏
を
含
む
利
根

川
下
流
部
へ
の
洪
水
調
整
や
水
道
及
び
工

業
用
水
の
補
給
等
を
目
的
に
令
和
２
年
３

月
に
完
成
し
た
ダ
ム
と
な
り
ま
す
。
現
地

に
て
、
長
野
原
町
役
場
の
職
員
の
方
に
、

ダ
ム
に
関
す
る
ご
説
明
を
受
け
、
羽
生
市

も
八
ツ
場
ダ
ム
に
よ
る
恩
恵
を
受
け
て
い

る
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　

各
自
治
会
が
抱
え
る
諸
問
題
に
つ
い
て

は
、
解
決
が
難
し
い
も
の
も
あ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
当
委
員
会
と
し
ま
し
て
も
、
引
き

続
き
、
自
治
会
活
動
の
円
滑
化
や
住
み
よ
い

地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、皆
様
の
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

自
主
防
災
推
進
委
員
会

委
員
長
　
小
島
　
久
佳

総
務
委
員
会

委
員
長
　
渡
辺
　
和
明
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のおのお薬薬
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やや

さんさんバラエティードラッグ

お電話ください、配達いたします！

ご注文は…561-0528
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令和５年度　各地域の自治会活動紹介
　今年度もコロナ禍で地域活動が思うように進められませんでしたが、それでも地域のコミュニティを維持
する為に創意工夫しながら活動した一遍をご紹介いたします。

●喜右エ門新田秋祭り演芸大会
喜右エ門新田自治会長　林　明

　古くは大正時代から喜右エ門新田八幡神社の境内で舞台を作り、奉納演芸が行われていまし
た。時代の流れなどで継続できない時期もありましたが、今では秋の風物詩として欠かせない
行事となりました。８年前に羽生市の後押しもあり子ども歌舞伎が復活し、同時に秋祭りも地
区の熱い要望で継続することができました。

秋祭りの自慢はシンボルである舞台！！秋祭りの自慢はシンボルである舞台！！
　境内社（やしろ）上がりに鉄筋で舞台を組み合わせ、花道まで作り上げる本格的な舞台です。
組み立てるのもプロの職人が必要ですが、地区内で生業にしている人たちがボランティアで協
力していただけることで成り立っています。

急　募 子ども歌舞伎、体験してみませんか？？

・ 子どもたちの遊戯、カラオケ、踊り等に加えて実行委員の腹踊りと思考を凝らしたイベント
が盛りだくさん！

・子ども歌舞伎の完成度に会場も驚き！！立派に披露してくれる姿は、歌舞伎役者そのものです。
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●須影八幡神社「名越祭」を開催
須影一区自治会長　髙鳥　悟

　須影八幡神社では、令和５年７月31日（月）「名越祭」を開催致しました。「名越」は「夏越」と
も言われ、イネ科の植物「マコモ」で造った「茅の輪（ちのわ）」をくぐることにより、穢れ（けがれ）
や心に宿した罪などを祓い（はらい）清めると言われております。
　当日は、早朝から氏子総代長（小林利之さん）をはじめ、氏子総代５人、社人10人、協力者６
人が、境内に清め「マコモ」で直径約３ｍの大きな輪「茅の輪」を造り、一の鳥居に飾り大勢の皆
様にくぐってもらいました。
　また、恒例の「福引抽選会」をはじめ、昨年から始めた地元有志の皆さんの手造りによる「竹灯
籠」を設置し、参道が幻想的に光り輝き訪れる参拝者の目を楽しませていました。
　さらには、コロナ禍で縮小していたイベントも、４年ぶ
りに復活し、「よさこい踊り」や「水風船ヨーヨー、ポップコー
ン」プレゼントも子どもたちに大人気でした。
　「名越祭」は、地元に密着した神事です。これからも歴史
ある祭りを皆で守って行きたいと思います。
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●小松神社、輪くぐり祭り
上岩瀬中妻自治会長　松本　秀雄

　令和５年７月31日（月）16：00 ～ 20：00に祭りが行われました。
　茅の輪（ちのわ）というのは、茅（かや）を束ねて大きな輪とした物です。
　茅の輪をくぐることで禊（みそぎ）をして邪悪な穢れ（けがれ）を祓い（はらい）、災難を予防す
る為のものです。
　特にこの梅雨の時期から夏にかけては、天然痘などの疫病がはやることが多かったようです。
　そういった疫病除けに茅の輪が有効と考え
られていたようです。心と体をきれいにすれ
ば幸せが招きやすくなり、さらに多くの幸福
が訪れるという大祓だそうです。是非、来年
は皆様も神社にお出かけください。

ガソリン・灯油・軽油・重油
配達致します

羽生市中央４-２-22

☎048-561-3451
加須市志多見1796-１

☎0480-61-0309

㈱斎徳商店介護のプロフェッショナルが、細やかな心配りでお迎えいたします。

清輝苑
埼玉県羽生市大字下村君1169番地
https://sw-kouwakai.or.jp

TEL	048-565-1165
FAX	048-565-3949

介護のこと何でも介護のこと何でも
ご相談くださいご相談ください
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●第50回手子林地区体育祭の開催
町屋自治会長　濱野　一郎

　10月１日（日）地区体育祭が４年ぶりに体育振興会の主催により開催されました。
　今回は、今までのような地区対抗ではなく個人ごとの競技で実施されました。玉入れや徒競
走、フットゴルフ、生活用品争奪競争など７種
目が用意され、久しぶりに子どもたちの元気な
歓声が聞こえていました。大会の運営にはボラ
ンティアを募集し、たくさんの方々にご協力を
いただきました。まったく新しい形での体育祭
でしたが、賑わいがあり魅力的な体育祭となり
ました。今後もより良い大会が開催されるよう、
引き続き力を入れていきます。

とねの会 検索

職員募集中
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令
和
５
年
中
、
埼
玉
県
内
で
発
生
し
た

交
通
事
故
発
生
件
数
は
前
年
に
比
べ
て
増

加
し
、交
通
死
亡
事
故
も
増
加
し
ま
し
た
。

羽
生
市
内
に
お
い
て
も
同
じ
よ
う
に
交
通

事
故
件
数
は
増
加
し
、
依
然
と
し
て
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
市
内
で
発
生
す
る
交

通
事
故
の
特
徴
と
し
て
駐
車
場
内
で
の
発

生
が
多
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
令
和
５
年
11
月
に
は
宮
崎
県
内
の
ス
ー

パ
ー
駐
車
場
内
に
て
、
悲
惨
な
交
通
事
故

が
発
生
し
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
こ
と

で
す
が
、
決
し
て
他
人
事
で
は
な
く
、
ま

さ
に
身
近
で
発
生
す
る
可
能
性
が
高
い
状

況
で
す
。

　
「
ま
さ
か
」と
い
う
場
所
ほ
ど
危
険
は
潜

ん
で
お
り
、
ひ
と
た
び
交
通
事
故
が
発
生

す
れ
ば
道
路
も
駐
車
場
も
結
果
は
同
じ
で

す
。
車
を
運
転
す
る
際
は
も
ち
ろ
ん
、
自

転
車
や
歩
行
時
も

駐
車
場
内
に
つ
い

て
も
細
心
の
注
意

を
払
い
、
交
通
事

故
に
遭
わ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
羽
生
市
内
に
お
け
る
特
殊
詐
欺
の
被
害

は
市
民
の
皆
様
の
防
犯
意
識
が
高
ま
り
、

被
害
件
数
、
被
害
金
額
と
も
大
幅
に
減
少

し
て
い
ま
す
が
、
多
く
の
家
庭
に
毎
日
の

よ
う
に
犯
人
グ
ル
ー
プ
か
ら
騙
し（
だ
ま

し
）の
電
話
が
掛
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

最
近
で
は
個
人
の
ス
マ
ホ
に
も
連
絡
が
き

て
い
ま
す
。

　
騙
し
の
内
容
は
市
役
所
や
金
融
機
関
の

職
員
を
装
い「
還
付
金
が
あ
る
」と
言
っ
た

り
、
子
ど
も
や
孫
を
装
い「
女
性
を
妊
娠

さ
せ
、
中
絶
費
用
が
か
か
る
」「
会
社
の

書
類
を
失
く
し
、
損
失
を
与
え
た
」等
と

言
葉
巧
み
に
口
実
を
つ
け
、
現
金
を
騙
し

取
る
手
口
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
自
分
は
大
丈
夫
、
騙
さ
れ
な
い
」と
先

入
観
を
も
た
ず
、
日
頃
か
ら
お
金
の
話
が

出
た
ら
家
族
や
身
近
な
人
に
相
談
し
た
り

「
在
宅
時
で
も
留
守
番
電
話
に
設
定
す
る
」

「
防
犯
機
能
付
き
の
電
話
を
使
用
す
る
」

「
家
族
で
合
言
葉
を

決
め
る
」等
の
防
犯

対
策
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

　
12
月
６
日（
水
）、
12
月
13
日（
水
）の
2

日
間
、
羽
生
市
消
防
本
部
で
普
通
救
命
講

習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
心
肺
蘇
生
法

や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
に
つ
い
て
実
技
体

験
を
し
ま
し
た
。こ
の
講
習
会
を
通
し
て
、

救
急
車
を
呼
ん
で
も
安
心
す
る
こ
と
な
く

必
要
な
処
置
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
救
え

る
命
が
多
く
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、
1
人
で
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
す

る
こ
と
の
大
変
さ
を
実
際
に
体
験
し
、
各

地
区
で
の
協
力
も
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
10
月
３
日（
火
）に
市
民
プ
ラ

ザ
に
て
自
治
会
長
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図

る
た
め
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
研
修
内
容
は
空
き
家
、
空
き
地
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
を
市
環
境
課
か
ら
、
男
女

共
同
参
画
社
会
に
つ
い
て
は
市
人
権
推
進

課
よ
り
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

安
心
安
全
で
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
・

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
よ
る
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
自
治
会
が
連
携

し
、
力
を
入
れ
て
取
り
組
む
べ
き
だ
と
再

認
識
し
ま
し
た
。
多
様
化
し
た
時
代
に
合

わ
せ
、
自
治
会
が
担
う
役
割
を
考
え
る
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

編
集
後
記

　

第
21
号
の
発
行
に
当
た
っ
て
ご
協

力
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
様
に
感

謝
し
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
会
報
を
通
じ
、
市
民
の
皆
様
に

自
治
会
活
動
を
理
解
し
、関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
自
治
会
や
自
治

会
連
合
会
の
活
動
を
紹
介
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

自
治
連
だ
よ
り
編
集
委
員
会

駐
車
場
で
の
交
通
事
故
に
注
意

羽
生
警
察
署
　
交
通
課

特
殊
詐
欺
に
気
を
つ
け
て

羽
生
警
察
署
　
生
活
安
全
課

自
治
会
長
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た

普
通
救
命
講
習
会
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